
（１）事業の概要等

（２）事業費
単位等

千円

千円

千円

千円

％

千円

人

千円

人

千円

千円

千円 568

計（B） 0 0 0 0

人
件
費

正規職員（平均賃金） 0 0 0 0

正規職員

その他職員

720

対前年比 ― 323.5% 470.9% 109.6%

R5

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 12 4 141 174

計（A） 34 110 518 568

308
その他 6 21 99 86

事
業
費

項目 R1 R2 R3 R4

国・県支出金 16 85 278

予算額 1,700 1,450 720 720

その他職員（時給×時間）

事業費合計（C＝A＋B） 34 110 518

対象
（何･誰を対象

に）

妊婦及び産婦

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

妊娠中から産後6か月（多胎の場合は12か月）にかけて、母親の体調不良
などの理由により家事を行うことが困難で、家族から十分な援助を受けられ
ない場合に、市が委託する事業所から家事ヘルパーを自宅に派遣し、家事
の援助などを行う。
派遣時間は9時～17時まで。1日1回、1時間以上4時間以内。
1回の出産につき40時間まで（多胎の場合は50時間まで）

●実績（R4年度）
　委託料　567,432円（26世帯、延べ222時間）
　利用料徴収額　91,750円（調定額105,250円）

受益者負担 有
生活保護世帯：0円
市県民税非課税世帯、多胎児育児世帯：250円/ｈ
その他の世帯：500円/ｈ

根拠法令
・個別計画

子ども・子育て支援事業計画 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

産前産後の家事の負担軽減を図り、虐待予防につなげる。

担当係 こども家庭係

目 2 大 3 中 1予算区分 一般会計 款 3 項 3

事業番号 B1502-1

実施計画事業 〇
実施計画事業以外の事業 　

令和５年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 産前産後ヘルパー派遣事業 担当部 こども未来部

事業期間 平成３０年度 ～ 令和７年度以降 担当課
子育て世代包括

支援センター

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

15
展開
方向

2



（３）業績

単位

1 人

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

今後の実
施内容

現制度で当面実施していく。

事務事業評
価による額

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 11,333 11,000 39,846 21,846

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

コロナ禍が落ち着いてきたこともあり、R４年度はこれまでよりも大幅に利用が増
加した。
R４年度の利用料徴収で、未収分が発生したため、年度内での利用料納付に努
めていく。
　※未収分13,500円については過年度分として収納済。

―

3 10 13 26

産前産後ヘルパー
派遣延べ派遣時間 時間

― ― ― ― ―

13 43 203 222

R5

成
果
指
標

指
標

指標ほか R1 R2 R3 R4

活
動
指
標

産前産後ヘルパー
派遣実人数 人

― ― ― ―

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 3 10 13 26

児童館・子育て世代包括支援
センターの利用者数 ↗ 531,773 209,797 406,139 561,547

展開方向における指標の推移 基本施策 15 展開方向 2

指標名 方向性 基準値 R2 R3 R4 R5


